
グループホーム　更紗

平成 27 年度

【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 

【評価機関概要（評価機関記入）】

○
○

○
○

○ ○

○ ○

○
○

○
○

○

2890600089

医療法人社団　渾深会

グループホーム　更紗

兵庫県神戸市長田区野田町9丁目4－13

訪問調査日 平成28年1月26日

　医療法人社団が母体の施設で、医師である理事長に、24時間いつでも連絡をとることができます。看
護師、栄養士が勤務しています。朝、昼、夕食の三食とも、材料からグループホームで調理していま
す。入居の方の居室、共有スペースはゆとりをもって広めに設計されています。お一人お一人のご要望
を聞きながら、個別に、健康管理、介護、レクリエーション、外出などを行っていなす。

【第三者評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
医療法人が運営する事業所で、小規模多機能型居宅介護事業所を併設している。利用者の尊
重・地域との繋がり・職員の育成を大切にした支援に取り組んでいる。三食とも調理は事業所で
行い、利用者も食事づくりに参加し、利用者の好みや力を活かすよう取り組んでいる。地域との交
流にも、積極的に取り組んでおり、地域の行事への参加や、地域住民が事業所の行事に参加し
て相互に交流している。医師の定期的な往診と共に、看護師、栄養士が勤務しており、個別に健
康管理、栄養管理を行っている。定期的、継続的な研修等を実施して職員の育成にも努め、職員
の定着率は良く、職員は穏やかで笑い声が聞こえる事業所である。

基本情報リンク先

所在地

http://www.kaigokensaku.jp/28/

評価結果市町村受理日平成28年1月2日 平成28年3月17日

1  自己評価及び第三者評価結果

法人名

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号

兵庫県西宮市甲陽園本庄町6－25－224

株式会社　H.R.コーポレーション

所在地

事業所名

評価機関名

自己評価作成日

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての利用者が

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

2. 利用者の２/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

　（様式１）

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59

(兵庫GH用） 株式会社H．R．コーポレーション第三者評価部
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グループホーム　更紗 評価結果確定日平成２８年３月１７日

自己評価および第三者評価結果

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

外部評価

実践状況
自
己

第
三

者 項　　目
自己評価

　地域に親しみ、地域の中で、この町に住ん
でよかったと感じていただけるように、お一
人お一人にあわせたかたちで提供していま
す。

「地域で暮らす、地域とつながる施設をつく
る」という地域密着型サービスの意義・役割
を盛り込んだ事業所独自の理念をつくってい
る。理念を玄関正面に掲示すると共に、職員
がいつでも手にして見ることができるように、
各フロアーに理念を明示したマニュアルを設
置して理念の共有を図っている。利用者一人
ひとりの個別性を大切にした支援を行うため
に、ケアカンファレンス等で日々のケアを理
念に立ち戻って検討し、理念の浸透に努めて
いる。また、地域での餅つき大会への参加等
理念の実践に向け取り組んでいる。

　地域の方々とは、是非、お近づきになりた
いと思っています。地区の防災訓練に利用
者様と参加したり、近隣の喫茶店や理美容
院を利用させていただいています。ご近所
から入居してくださる利用者様も増え、有難
く思っています。

地域の自治会に加入している。食材の買い
出し等には地域の商店を利用し、事業所へ
の理解も深まっている。近隣の喫茶店・理髪
店・美容院などには利用者と共に出かけてい
る。事業所での「更紗祭り」ではチラシのポス
ティングを行い、地域住民の参加を呼びかけ
るとともに、地域住民も植木や福祉用品等を
持参して気軽に立ち寄り相互交流が行わて
いる。また、よさこい踊り等のボランティアの
来訪がある。「地域ネットワーク連絡会」に参
加し、地域で進める認知症早期発見システム
の構築に協力している。また、連絡会で得ら
れた情報から地区防災福祉コミュニティーに
利用者と共に参加し、地域との交流に取り組
んでいる。神戸マラソンでは、事業所駐車場
にトイレを設置する等、地域で必要とされる
活動や役割を担っている。

(兵庫GH用） 2/16 株式会社H．R．コーポレーション第三者評価部



グループホーム　更紗 評価結果確定日平成２８年３月１７日

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

第
三

者 項　　目
自己評価

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

　年に数回開催される長田区の小地域ネッ
トワーク連絡会に参加するようにしていま
す。多職種がグループごとに分かれて、地
域に暮らしておられる高齢者の方、認知症
の方への具体的な支援について話し合って
います。

　2か月に１回開催し、ご利用者様、ご家族
様、地域の方、有識者の方、あんしんすこや
かセンターの方のご意見、ご質問内容を検
討し、運営に反映させていただいています。

利用者・家族・あんしんすこやかセンター職
員・福祉コミュニティ代表（地域代表）・知見者
等をメンバーに年６回開催している。会議で
は、研修等事業所の活動状況や利用者の状
況を、写真等を利用してわかりやすく報告し
ている。また、第三者評価についても報告し
ている。全家族に運営推進会議への参加案
内状を送り、欠席時の意見・提案欄を設けて
いる。議事録を全家族に送るとともに、玄関
にも設置し、職員にも回覧を行って会議内容
の共有と周知に努めている。利用料の支払
い方法の利便性を向上させる等、意見等を
サービスの向上に反映させている。

　長田区グループホーム専門部会、地域ケ
ア介護などで、情報交換し、ケアサービスの
向上に努めています。また、疑問点はその
都度、神戸市介護保険課や保健所の方々
にご指導いただきながら運営しています。

運営推進会議に地域包括支援センター職員
が参加しており、そこで事業所の取り組み等
を伝えている。市の職員も参加する長田区グ
ループホーム専門部会、長田区ケアマネ
ジャー連絡会などに積極的に参加し、情報交
換や情報提供を受け運営やサービスに反映
させるよう努めている。市の担当窓口には問
題や課題があれば問い合わせを行い指導・
助言を受けている。

(兵庫GH用） 3/16 株式会社H．R．コーポレーション第三者評価部



グループホーム　更紗 評価結果確定日平成２８年３月１７日

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

第
三

者 項　　目
自己評価

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準における
禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解して
おり、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケア
に取り組んでいる

7 (6) ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

　日々の対応に問題はないかを　個人別の
ケアカンファレンス等で確認するほか、毎日
の申し送りでの留意点にしています。また、
身体拘束に関する研修をいろいろな角度か
ら実施し、毎回、職員全員か研修報告書を
提出しています。

「施設内・施設外年間研修計画」を策定し、
「身体拘束廃止・虐待防止」については施設
内研修を年２回実施している。研修受講者は
研修報告書を、欠席職員も資料の回覧研修
により報告書を提出している。採用時研修
や、グループホーム専門部会が実施する高
齢者虐待防止研修でも、「身体拘束廃止・虐
待防止」について学ぶ機会を設けている。ケ
アカンファレンス等でも、拘束につながるケア
や事例がないかを話し合い、身体拘束をしな
い支援方法を常に検討している。家族にも拘
束によるリスクの説明を行い、見守り強化に
努めながら、利用者が安心して過ごせるよう
に取り組んでいる。玄関・エレベーターは安
全上止むを得ず施錠しているが、外出気配
があれば付き添って外出している。

玄関・エレベーター等の施錠につい
て、自由な暮らしの大切さについて話
し合う機会を持ち続けることが望まれ
る。

　研修を通じて、不適切ケアについて考える
とともに、職員もストレスをためないように努
めています。

上記と同様の方法で「虐待防止」についても
学ぶ機会を確保している。外部研修の伝達
研修は、全職員が参加できるよう４回に分け
て実施している。ハラスメント研修でストレス
チエックテストを行ったり、随時の面談で相談
にのる、また、希望するシフト調整や夜勤明
けの休日の確保など、職員のストレスや疲労
が利用者に影響を与えないよう取り組んでい
る。入浴時等には身体状況に留意し、また、
年１回「施設内における虐待防止についての
点検」を本人や家族から聞き取り調査する
等、虐待が見過ごされないように注意を払い
未然防止に努めている。

(兵庫GH用） 4/16 株式会社H．R．コーポレーション第三者評価部



グループホーム　更紗 評価結果確定日平成２８年３月１７日

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

第
三

者 項　　目
自己評価

8 (7) ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 （8） ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （9） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

　ご利用者様の中に、成年後見人制度を利
用されている方が2名おられｒます。後見人
様1名様、保佐人様2名様おられます。随
時、連絡を取り、利用者様の権利をお護りし
ています。

２６年度には年間研修計画に採り入れ、成年
後見制度について学ぶ機会を持ったが、この
１年では学ぶ機会がなく、職員間には理解に
温度差がある。現在制度を利用している人が
あり、後見人には定期的な身体状況の報告
や、随時連絡を取り協力支援に努めている。
制度利用の必要性があれば、管理者が窓口
となって支援できる体制がある。

事業所の年間研修計画に、「成年後
見制度」「人権の尊重・プライバシー
確保」「重度化・看取り対応」を採り入
れ、定期的・継続的に研修を実施する
ことが望まれる。

　ご見学、面接、契約時に、ご利用者様やご
家族様のご要望やご質問に応えています。
契約時には、充分時間(2時間～)かけて説
明させていただいた上で、ご署名、ご捺印を
お願いしています。

見学時や自宅面談の際にパンフレット等で
サービス内容の説明を行い、契約時は質疑
応答を交えながら、契約書・重要事項説明書
の項目に沿って時間をかけて説明している。
契約内容を変更する際には、改正の根拠を
運営推進会議で説明し同意を得るようにして
いる。解約時には、契約書の「退居時の援
助」の条項に沿って円滑な退居の為の支援
を行っている。

　運営推進会議にて、ご家族様との質疑応
答、ご要望を伺う機会を作っています。ま
た、ご家族様の面会時や、電話連絡の際な
どにも、ご要望を伺います。運営推進会議
の議事録は、全ご家庭に送付しています、
玄関に、ご意見箱を設置しています。記名で
も匿名でも受け付けており、必ず回答いたし
ます。

全家族に運営推進会議の開催を通知し、より
多くの家族から意見や要望等を把握する機
会を設けている。玄関には意見箱を設置して
いる。家族来訪時には利用者の近況報告を
行い、意見・要望等が出やすいよう努めてい
る。職員が聞き取った意見・要望等は管理者
に報告し、個別相談ファイルの「相談記録」に
記録として残し、全職員で情報を共有し速や
かな対応に努めている。利用料の支払い方
法について利便性向上に取り組む等、家族
から出された意見・提案等を運営に反映させ
ている。出された意見等への対応について、
全家族に書面で対応状況を伝えている。

(兵庫GH用） 5/16 株式会社H．R．コーポレーション第三者評価部



グループホーム　更紗 評価結果確定日平成２８年３月１７日

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

第
三

者 項　　目
自己評価

11 （10） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

　職員会議で話し合ったり、日頃から何かと
意見が出ます。記名でも匿名でも意見を出
せるように、管理者宛の意見箱を設置して
います。提案を反映させたり、問題を解決出
来るようにしています。

管理者は日常的に職員への声かけを行い、
また、月１回の職員会議にも参加し、職員の
意見や提案の把握に努めている。会議開催
前に職員からの意見や提案を聴取し、会議
で効率的に検討している。管理者宛ての意
見箱を設置し、意見や提案が口頭だけでなく
書面でも出せるよう配慮している。代表者で
ある理事長も、往診時に管理者や職員から
意見等を聞く機会を設けている。出された意
見は職員会議で話し合い、速やかに運営に
反映できるよう取り組んでいる。

　資格を取得した職員には、その給与に反
映させています。人員にゆとりのある配置を
心がけています。

　外部で実施される研修に職員を出席させ、
その職員が講師となって職員全員に伝達研
修を行っています。

　毎年、多くの職員が長田区グループホー
ム専門部会主催の講演会や勉強会に参加
しています。また、管理者、ケアマナー
ジャーは、地域ケア介護やケアマネー
ジャー連絡会等に出席するようにしていま
す。

　面接時から、ご利用者様の訴えや表情、
ご家族様のお話、関わってこられた関係職
種の方々の情報をサービスに反映させるよ
うにしています。
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グループホーム　更紗 評価結果確定日平成２８年３月１７日

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

第
三

者 項　　目
自己評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

　相談に来られた時から、ご家族様の話を
伺い、ご家族様の介護の負担が減り、共に
楽になっていただけるよう努力しています。

　ご本人様が本当に当施設に入居されて幸
せかどうか見極めるようにしています。場合
によっては、他の目的の施設をご案内させ
ていただいています。

　人生の先輩であるご利用者様のお話を
伺ったり、教えていただくこともたくさんあり、
一緒に有意義な時間をすごさせていただい
ています。　ご利用者様が、職員に助言して
くださることもあり、救われることも多いで
す。

　ご入居後も、熱心に面会に来られ、ご利用
者様と深く関わられるご家族様が多く、ご利
用者様にとって安心できる環境を作ってくだ
さっています。医療機関の受診やお散歩な
どへ連れて行ってくださったり、福祉用具が
必要な時なども相談にのってくださるなど、
ご家族様には、何かと協力していただいて
います。
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グループホーム　更紗 評価結果確定日平成２８年３月１７日

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

第
三

者 項　　目
自己評価

20 （11） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

　ご入居後も、昔からのお友達が面会に来
られたり、電話連絡をされる方もおられま
す。　来ていただきやすい雰囲気の施設で
あるよう努めています。また、お散歩の途中
でご近所の方にお声をかかていただいた
り、ずっと通われていた病院の先生の往診
を受けられる方もおられます。　福祉用具の
利用や理美容院は、施設で決めずに、その
方が利用されていた店を引き続き利用出来
るよう協力させていただいています。

利用開始前に把握した情報、および、日々の
関わりの中で把握した情報を職員で共有して
いる。馴染みの人の来訪の際には、気持ち
良く面会できる雰囲気づくりに努め関係が継
続するよう配慮している。ドライブを兼ねて自
宅周辺へ出向いたり、散歩中に知り合いの
人と出会うことも多い。友人と出会う機会を設
けている。また、馴染みの神社へのお参り
や、洋服店・福祉用具店等へ出かけたり、理
美容院への送迎等、馴染みの関係が継続で
きるよう支援している。電話の使用や手紙の
やり取りの支援も行っている。

　ご利用者様同士で、良好な関係を保ち、ス
トレス少なく暮らせるようケアプランにあげ、
対応させていただいています。

　退去された後も、いつでも連絡をいただけ
る施設でありたいと思います。　退去され、
特養に移られてからも近況報告のお電話を
くださったり、退去され入院されたが、その
後どうされるかについての相談に来てくださ
る方もおられました。　少しでもお役にたつ
対応をしたいと思います。
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グループホーム　更紗 評価結果確定日平成２８年３月１７日

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

第
三

者 項　　目
自己評価

23 （12） ○思いや意向の把握
一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （13） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

　その方の思いや要望に応えられる対応を
心がけています。お一人お一人が異なるこ
とを理解し、その方にとって本当に適切な対
応かどうかを確認しながらすすめます。

入居時の聞き取りや入居後には日常の会話
の中で、一人ひとりの思いや意向の把握に
努めている。自ら希望や意向を言葉で表現
することが難しい利用者は、何気ない表情や
動きから推察し、本人本位で検討して支援に
活かすよう努めている。手術等による障害の
ため言葉で表せない利用者には、表情の些
細な変化を見逃さないよう配慮し、また、ジェ
スチャーも活用する等、個別の支援方法を用
いて意思の疎通に努めている。

　　入居面接時に、ご家族様から生活歴を
伺ったり、これまで利用されていたサービス
担当者から情報を頂いています。

　その方に応じた生活リズムを考え、心身の
負担なく、有意義な時間をすごしていただけ
る暮らし方を工夫しています。　お一人お一
人のニーズに合った暮らしが出来るよう努
めています。

　介護計画書の見直し・更新の前および必
要時にサービス担当者会議を開催していま
す。あわせて、毎日の申し送り時に浮上する
問題点を、検討しています。さらに、ご本人
様やご家族様からのご要望を取り入れなが
ら介護計画書を作成しています。

「サービス担当者会議」を開催し、利用者・家
族の意向に基づいた「施設サービス計画書」
を、定期的に作成している。会議には栄養
士・看護師も参加し、モニタリング表・アセスメ
ントシートを基に、職員の気づきや意見を取
り入れて検討し、参加できなかった、かかりつ
け医・福祉用具事業者等の意見・助言も記載
している。全職員が計画の内容を理解し、計
画に基づいた標準的な支援が行えるよう、計
画書ファイルに最新の計画書を挟み込んで
各フロアに設置している。日々の支援の実施
内容は、計画書と連動するようにケース記録
の「実施項目」欄に♯を付して記録し、３ヶ月
毎に行っているモニタリングの根拠としてい
る。利用者の状況や意向が変化した場合に
は、再アセスメントを実施し、現状に即した介
護計画の見直しを行っている。

全ての利用者について、予防的観点
も含め、計画書の内容が現状に即し
ているかの確認を月に１回程度行うこ
とが望まれる。
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グループホーム　更紗 評価結果確定日平成２８年３月１７日

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

第
三

者 項　　目
自己評価

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （14） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

　日々のご様子、ケアプランの実践などを個
人別のケア記録に記入するとともに、申し送
り時に伝え、共有しています。

　当施設で対応出来ないニーズは、外部の
介護保険外のサービスを組み合わせたり、
必要に応じて、その都度、柔軟に検討してい
ます。

　参加可能な利用者様に、地域の餅つき大
会やだんじりにお連れしたり、神戸マラソン
の見物も楽しまれています。津波想定の避
難訓練や、炊き出し訓練にも参加していた
だきました。

　ご入居前からのかかりつけ医に引きt続き
受診していただけます。実際にその先生の
往診を受けている方もおられます。医療法
人社団が母体の施設ですので、医師である
理事長がご希望の方に往診していますが、
主治医が別におられる方も必要時には診さ
せていただき、医師間で連携を取ってもらっ
ています。

契約時に意向を確認し、利用者・家族が希望
するかかりつけ医への受診ができるよう支援
している。希望者には、通院介助・緊急時対
応等の利便性から、医師である理事長の往
診が受けられるよう支援している。通院介助
は基本的には家族が行うよう契約時に説明
しているが、緊急時等は事業所が臨機応変
に対応している。家族による通院介助時に
は、必要な方には利用者の最近の状況を書
面にし、受診がスムーズに行えるよう支援し
ている。通院・往診それぞれの受診結果は
「ケース記録」に記載し、決定事項等重要な
事柄については個別の「申し送りファイル」に
記録し、職員が捺印して周知を図っている。
看護職員も勤務しており、日常の健康管理や
処置を行っている。
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グループホーム　更紗 評価結果確定日平成２８年３月１７日

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

第
三

者 項　　目
自己評価

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 （15） ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

33 （16） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

　看護師の資格を持つ職員が2名勤務して
おり、介護職員と共に、ご利用者様の健康
管理、処置など施行しています。看護師と協
働して、ご利用者様の変化なども、いち早く
見つけ、医師に連絡します。夜間でも、医師
である理事長に連絡出来る体制になってい
ます。

　入退院の際は、病院の看護師やソーシャ
ルワーカーと情報交換しています。退院まぢ
かのご利用者様に対しては、病院関係者の
方と相談し、当施設で安全に生活出来るよ
うに対策をしてからお迎えします。

入院時には、利用者のADL等を「介護サマ
リー」として情報提供し、適切な医療を速やか
に受けることができるよう支援している。緊急
入院時の情報提供用として、病歴・かかりつ
け医・服用薬等を記載した「救急隊への情報
提供表」を作成している。入院中は医療連携
室等と連携を図り、関係者と早期の退院に向
け話し合っている。退院時には、カンファレン
スに参加することもあり、医療機関より「看護
サマリー」等で情報提供・指導・助言を受け、
事業所での支援に活かしている。

　ご希望の方には、看取りの対応をさせてい
ただいています。　契約時に、「重度化した
場合の対応及び看取り介護に係る指針」に
添って説明しています。終末期を迎えられた
ご利用者様のご家族様と、医師を交えての
話し合いの場を持ち、「看取り介護について
の了解覚書」、「看取り介護についての同意
書」を交わします。その後、ご家族様とは、
密接に連絡を取るようにしています。　これ
までに、7名の方の看取りをさせていただき
ました。

事業所としては、希望があり、継続的な医療
処置を望まないという条件のもとで、看取りを
行う方針がある。重度化・看取りの指針につ
いて明文化しており、契約時に事業所として
出来ること、出来ないことを指針に沿って説
明し、同意を得ている。重度化・看取りの段
階でかかりつけ医を交え再度指針を説明し、
家族の意向を聞いている。看取りを実施する
際には、「看取り介護についての了解覚書」、
及び家族の意向確認も含めた「看取り介護
についての同意書」を交わしている。看取り
にあたっては、看取り対応の施設サービス計
画書に支援の詳細を記載し、家族に同意を
得て、看護師・栄養士等の協力を得ながら支
援している。
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グループホーム　更紗 評価結果確定日平成２８年３月１７日

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

第
三

者 項　　目
自己評価

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （17） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 (18) ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

　急変時の対応、救急車の手配、医療機関
への伝達事項、緊急連絡網を表示し、全職
員に周知しています。「緊急時対応研修」を
行いました。

　消防署、火災受信設備業者の立ち合い
で、消防避難訓練を実施したり、火災装置
の取り扱いの練習なども行っています。避
難誘導訓練では、職員が誘導役とご利用者
様役になり、避難経路、避難方法を身につ
けます。　また、地域の避難訓練にご利用者
様も一緒に参加させていただいています。

直近では、２６年７月及び２７年１２月に、火
災時における避難・誘導・通報訓練を実施し
ていることが記録から確認できる。訓練は小
規模事業所と合同で、利用者も参加してい
る。夜間想定訓練では、夜勤専従職員も参
加している。２７年２月には設備訓練と通報
訓練を実施した。地域で開催された津波訓練
や炊き出し訓練に、利用者も状況に合わせ
て参加し災害時に備えている。採用時研修
で、通報装置の操作方法、避難経路等の確
認を行っている。また、レトルト食品・缶詰・
水・おむつ等を３日分程度備蓄している。

今後も、年２回、昼夜想定の実践的な
避難・誘導・通報訓練を積み重ね、利
用者が避難できる方法を全職員が身
に付けておくことが望まれる。災害時
の緊急連絡網の見直しと、その訓練
の実施を検討してみてはどうか。

　ご利用者様お一人お一人に尊厳ある対応
を心がけています。申し送り時や、介助中
に、個人情報が、他利用者様の耳に入らな
いように気をつけています。

「サービス担当者会議」」等で、利用者毎の尊
厳ある対応について話し合っている。申し送
り時の声の大きさや申し送り方法など日頃か
ら注意を促し、不適切な声かけや対応があ
れば注意し、尊厳・プライバシーを損ねない
よう取り組んでいる。個人記録は、背表紙に
個人名は記載せず、部屋番号で記載してい
る。写真等の掲載については、同意を得てい
る。職員への守秘義務について、退職後も含
めて誓約書を交わしている。

　希望を表したり、自己決定出来るような言
葉かけを心がけています。何ごとも、ご本人
様の意向を伺ってから対応するようにしてい
ます。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

第
三

者 項　　目
自己評価

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 (19) ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

　その人らしい暮らしが出来るように個別対
応をしています。　時間や業務にとらわれる
ことなく、思いを出来るだけすぐに受け入れ
るようにしています。例えば、起床時間は5
時～9時すぎ、消灯時間も20時～深夜という
ように、健康を考慮した上で、その方のライ
フスタイルに合わせています。

　男性の利用者様にも、女性の利用者様に
も、お好みの服装で、常に身ぎれいにしてい
ただけるよう支援しています。カットや毛染
め、お化粧なども、続けていけるようお手伝
いしています。

　三食とも、ご利用者様のおられるフロアの
キッチンで職員が調理しています。　ご利用
者様にも出来ることを一緒にしていただいた
り、料理の雰囲気を感じていただいていま
す。　また、提供する料理の他にもお好みの
一品を添えていただくことも自由です。

３食とも栄養士が立てた献立に沿って、職員
が事業所のキッチンで調理を行っている。職
員と一緒に包丁を使っての皮むき、テーブル
拭き、食器洗い等利用者の好みや力を活か
すよう取り組み、利用者の自信に繋げてい
る。咀嚼に問題があれば、刻みやミキサー食
等で対応し、食事量の少ない人には補食ゼ
リー等で補う工夫を行っている。車イスの人
も状況に応じ、食事時は椅子への移乗を行っ
ている。職員も同じ食事を同じテーブルで利
用者を介助しながら楽しんでいる。個別に外
食機会を設けている。

　栄養士による栄養管理を実施しています。
お一人お一人の摂取の傾向がわかるよう記
録しています。　食事や水分摂取を拒否され
る方には時間をずらせて介助したり、それで
も進まない方には、補食ゼリーや補助食品
も加えるなどの工夫をしています。
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42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

43 (20) ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 (21) ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

　食後、就寝前には、その方に応じた方法で
口腔ケアを行います。　通常の歯ブラシで磨
けない方には、スポンジブラシやデンタルリ
ンスを使用していただいています。　うがい
の時にむせる方には、うすくトロミをつけた
水を提供しています。　就寝時には義歯の
管理をしています。

　お一人お一人の排泄リズムやご希望によ
り、いつでも何度でもトイレにお連れします。
ベッドや車椅子ですごしておられる方も出来
る限りトイレへお連れします。　夜間は尿
パッドが必要な方も日中は使用しないなど、
ご状態に合わせて対応します。

排泄チェック表を活用し、利用者一人ひとり
の排泄状況・パターンを把握し、全員トイレ誘
導を行って、トイレでの排泄を大切にした支
援に取り組んでいる。夜間は尿パッドが必要
な人も、日中は使用しない利用者もいる。排
泄介助で使用するパッド、おむつ等はミニ
バッグに入れて運ぶ等、プライバシーへの配
慮に努めている。また、水分摂取・運動にも
配慮しながら献立を工夫し、便秘の予防に取
り組んでいる。

　栄養士の献立により、温野菜、根菜類、き
のこ類を毎日提供しています。　水分摂取
や運動にも注意しながら、それでも便秘の
方には、繊維質の補助食品、内服薬や坐薬
を用いることもあります。　便秘と排便のな
い日数は、お一人お一人異なるので、個別
に対応しています。

　入浴日には、健康状態を確認し、お一人
ずつ入浴していただきます。　時間や曜日な
どは、なるべくご希望にそうように対応しま
す。　入浴が好きな方や必要時には、週2回
以外にも入浴していただきます。お一人ず
つお湯を入れかえてお好みのシャンプーな
どを使用されています。

基本的には週２～３回、午前または午後の入
浴としているが、夕食前後や曜日等可能な限
り希望に応じて入浴ができるように支援して
いる。現在異性介助を嫌がる人はいないが、
あれば同性で、入浴を好まない人には、声か
け等を工夫している。個浴で、更湯とし、マイ
シャンプーを使用する人もいる。利用者の状
況に応じ、１階小規模事業所の機械浴を使
用し、ADL等が低下しても入浴を楽しめるよう
支援している。
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46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 (22) ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

　体調よくすごしていただけるように、夜間は
熟睡出来る生活リズムを作るよう支援して
います。健康状態、午睡の傾向や、夜間は
起きている習慣があったなど、お一人お一
人異なる状況に配慮しています。

　ご利用者様の体調を把握し、医師の処方
により服薬していただいています。　服薬に
より、症状がどのように変化したかを確認報
告し、必要に応じて、調整をお願いしていま
す。

　全員に同じものを提供したり同じレクリ
エーションにならないようにしています。　生
活歴や趣味やご要望、喜ばれたかなどを考
量して対応しています。

　毎日お散歩に行く方がおられ、職員が同
行していますが、ご家族様も週1回、面会時
にお連れくださいます。　また、ご希望に応じ
て、個別で食事やお参りなどへ同行したり、
時には、ドライブで外の景色を楽しんでいた
だくこともあります。

日常的に、近隣への散歩等に出かけ、毎日
散歩を楽しむ人もいる。少人数でドライブにで
かけたり、近隣へ外食に出かけている。車イ
スの人も、状況に応じた移動に配慮し戸外に
出かけられるよう努め、ADLの低下により外
出が難しくなっても、ベランダ等で外気に触れ
気分転換できる機会を持つよう努めている。
また、個別に鷹取山への山登り等、普段は行
けないような場所へも出かけられるよう取り
組んでいる。

　職員と一緒に、ご自分でお財布を持って出
かけ、喫茶店に行ったり、おやつや日用品
等の買い物をれる方もおられます。

(兵庫GH用） 15/16 株式会社H．R．コーポレーション第三者評価部



グループホーム　更紗 評価結果確定日平成２８年３月１７日

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

第
三

者 項　　目
自己評価

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 (23) ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 (24) ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

　電話をかけたい時はいつでもかけていた
だいています。お部屋で、好きな時間に携帯
電話で話す方もおられます。ご家族様も協
力して電話で話してくださいます。　お手紙
の返事を出される時はお手伝いさせていた
だいています。

　共有スペースは、常に清潔を保つよう毎日
清掃と除菌を行っています。　季節の飾り付
けをする時には、ご利用者様に手伝ってい
ただいています。

食堂兼リビングは広くゆったりとしたスペース
で、自然光も差し込み清潔感がある。ユニッ
ト入口には節分の飾りつけ、また、壁には「節
分」等の利用者の習字に鬼の面を貼り付け、
季節感を採り入れている。一人ひとりが思い
思いに過ごせるよう、テーブル間の距離を置
く等家具の配置を工夫しており、新聞を楽し
みながら読んでいる人もいる。キッチンから
の食事づくりの音や匂いが利用者の五感を
刺激している。

　洗面台やトイレの位置や、使い方がわかり
にくい方も、困らずに使用していただけるよ
うに工夫しています。出来るだけ、お一人で
行動されるのを見守りながら、危険な時に
は、さりげなく介助させていただいています。

　ご利用者様どうしで、良好な関係を保つこ
とが出来るように、席を考えたり、テーブル
やソファの位置についても配慮させていただ
いています。

　使い慣れた家具やお好みの道具を使って
いただくようにしています。ご自身で作られ
たクッションや刺繍の作品を飾ったり、カー
テンもお好きな色柄を選んでいただいてい
ます。お仏壇、食器棚なども自由に持参して
いただけます。

タンス・食器棚・仏壇・ぬいぐるみ等、利用者
が使い慣れたものや好みのものが持ち込ま
れ、利用者が作ったクッションや刺繍の作品
を飾って居心地よく過ごせる居室づくりに取り
組んでいる。居室内に、「トイレ」の表示を、洗
面所の蛇口に「押す」の表示を施し、場所の
間違いや使い方の混乱を招かないよう工夫
している。
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